
 
 

 

 

 
 

               

新年 明けまして おめでとうございます 
校長 坪 井  誠 

 

明けましておめでとうございます。皆様におかれましては、それぞれのお正月を過

ごされ、今年の決意を新たにされたことと推察しております。 

夢や目標の持ちにくい時代と言われておりますが、「夢なき者に目標なし、目標な
き者に行動なし、行動なき者に成果なし」という格言があります。遠くて大きな目標、
近くて小さな目標、子どもたちの夢がかなうように、私たち大人のできることは何な
のかを見極めていけたらいいですね。 

目標を自身で決めて、それに向かって努力することが、なぜ重要なのでしょうか。
ある教育学者は、次のような事例を示しているので、紹介します。 

 

蚕は桑の葉を食べながら成長し、やがて、糸をつむぎだし、繭（まゆ）をつくる。

繭の中でさなぎになり、やがて繭に穴をあけて食い破り、蛾「が」になって出てくる。

そして、卵を生む。この蚕が繭を食い破って蛾になる時は、大変だ。小さくあけた穴

が、なかなか広がらず、ありったけの力をふりしぼって、穴を大きくしようする。繭

の中で、体を伸ばしたり縮めたり全身を動かして、少し開いた穴の中で「早く出たい

よ、苦しいよ」と叫んでいるようだ。そこで私は、ハサミで繭の穴を切り、出口をつ

くってやった。蛾は楽に外の世界に出た。ところが、蛾の羽根はまだちいさいままな

ので、羽ばたきはしますが、飛ぶことはできず、夜のうちに死んでしまった。 

蛾は、繭から外に出るときに、長い時間をかけて自分の体を動かしながら出口をつ

くることで、羽根は大きく強くなり、体力も充実するものである。 人にやってもらっ

ては、だめなのである。子どもたちの育成に関しても同じことが言えるのではないだ

ろうか。もう一度、振り返ってみたいものである。           

（「心が育つ１分話」柴山一郎著から） 

子どもたちは、自分で目標を決め、それに向かって努力することで実力をつけます。
それを繰り返すことで、大人へと成長するわけです。大人は、早く成長させたくてつ
いつい手をだしてしまいますが、「蚕」の時と同じようにマイナスに働いてしまうこ
ともあります。目標の実現に向かって、がんばりましょう。 
“一日の計は朝にあり、一年の計は元旦にあり” 
北っ子たちは、年の初めに何を心に期したのでしょう。とにもかくにも、子どもた

ちを力いっぱい応援していきたいと思います。一日一日の積み重ねを大切にしながら、
家庭、地域、学校が思いを一つにして、心身ともに健やかな子どもを育てていくこと

ができれば、うれしい限りです。   本年もよろしくお願いします。 
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北っ子造形展に向けて  
 

本年度も体育館を会場とし、全児童の作品を一堂に展示する「北っ子造形展」を実施しま

す。会期はオープンスクールを含め、2月 4日(木)～6日(土)の 3日間です。 

今、子どもたちは『北っ子造形展』に向け一生懸命作品づくりに取り組んでいます。その

過程でどんな材料や方法で作るのか、どのようなアイデアを盛り込んでいくのかなど、試行

錯誤しながら進めています。作品づくりの本当の楽しさは、試したり、やり直したりしなが

ら、粘り強く取り組むことにあります。こうして完成した造形作品は自己表現であり、感性

の表出です。図工科における一連の学習の積み重ねから、創造性の富んだ，粘り強いたくま

しい子どもへの成長が見られます。 

 『北っ子造形展』の取り組みを通して、全学年の子ども達が、今後一層やる気をだして図

工に取り組むことを願っています。 
 

＜各学年のテーマ＞ 

学年 平面 立体 

1 年 かもとりごんべえ おしゃれな水ぞくかん 

2 年 たまごからうまれたよ はらぺこ あおむし 

3 年 墨でえがこう 夢をはじこうコリントゲーム 

4 年 海の中で遊ぼう それ行け！探検隊 

5 年 宇宙で咲く植物 やさしいモンスター 

6 年 ステンシル版画「花鳥魚昆」 宝ボックス 

日 曜  

７ 木 ３学期始業式  一斉下校(11:30～) 

８ 金 給食開始  席書会  

11 月 成人の日 

12 火 F タイム（サークル） 1～4 年(14:20 下校) きらきらの会（6年） 

14 木 月曜時間割 明石市シェイクアウト訓練 きらきらの会（4 年） 

15 金 
避難訓練・引き渡し訓練（13：50 運動場集合）子ども安全の日  

震災給食メニュー 

18 月 一日中学校体験ＤＡＹ（登校指導）  

19 火 代表委員会 スクールカウンセラー来校 きらきらの会（1 年） 

21 木 ちくわづくり体験(わかば) きらきらの会（5 年） 学校保健委員会 

23 土                  ※明石市小学生駅伝大会（予備日 24 日） 

25 月 教育相談日                        

26 火 Ｆタイム（クラブ・見学会）1・2年(14：20 下校) きらきらの会（3年） 

27   水 北っ子の集い（2校時） 

28   木 きらきらの会（2年） 

2 月の主な予定 １日：朝会 ２日：Ｆタイム(サークル) 3 日：北っ子造形展準備 

４～６日：北っ子造形展  

６日：ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ・月曜時間割 ８日：代休 ９日：代表委員会 1５日：子ども安全の日  

１６日：Ｆタイム(クラブ)見学予備日 明石っ子造形展 １７日：一日入学 ２２日：教育相談日 

２３日：Ｆタイム(クラブ) ２５日:小中連携複数指導(６年) ２６日:校外学習(３年)  

 



 

 

 

 
今年も１２月３～４日に市内特別支援学級合同野外活動に参加してきました。 

この取り組みは、３０年近く続いているもので、市内の特別支援学級に在籍している

1 年生から６年生の子どもたちが対象です。特に 1 年生の保護者の方は、「家から離

れて泊まったことがないのに大丈夫でしょうか？」と心配される方がほとんどでした。 

わかばの１年生は、その心配をよそに普段通りに参加して泊まり、家から離れて生活

できたという自信を持って帰ってきました。子どもたちは、「あそぼうタイム」や「キ

ャンドルサービス」などの活動で、大勢の人が動くので自分のことだけではなく、異

学年でもお互いに助け合い、励まし合うことが自然にできました。６年生は、キャン

ドルサービスや入所式・退所式の役割を頑張りました。参加を重ねていくうちに子ど

もたちの心に楽しい思い出ややりきったという達成感が増え、それがこれからの生活

の自信となっていくと思われます。子どもたちは、「次はいつ行くの？」と来年の野

外活動を楽しみにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

中学校生活体験 DAY 
 

二見中学校区では、小中連携の一環として６年生対象に「中学校生活体験ＤＡＹ」

を１月１８日（月）に実施します。これから、同じ中学校に通う者同士で、仲間意識

を高めたり、中学校の雰囲気に慣れたりすることで、中学校への入学に向けて、不安

を軽減し、スムーズな接続を行い、学びの意欲を高めていきたいと考えております。

新しい刺激や新鮮な雰囲気を味わうことのできる貴重な体験になればと思います。つ

きましては、より一層の安全を確保するため、登校時間帯に玄関や街角で見守ってい

ただくようお願いします。（※暖冬のため、中学校のスキー実習の実施状況により変更有） 

 

主な日程 
 8:15   二見中学校の東門通過完了→体育館へ（兄弟姉妹・友達と共に） 

 8:25   出席確認、健康観察。 

 8:35   ３小学校交流会（小学校紹介と中学校説明） 

 9:30   体育館から教室へ移動。 

 9:50   授業体験やレクリエーションなど(各教室で） 

 11:20   解散式（中学校体育館で） 

   小学校へ帰校。（小学校生活のまとめをしっかりと） 

 



 

～ふるさとのお正月～ 
 

二見北小学校に今年来られた先生方の「ふるさとのお正月」を紹介します。 

１．お正月に食べていたもの ２．お正月の家・家族の習慣 ３．子どもの頃のお正月の

過ごし方や遊び方 

この順番で紹介していきます。 

 

＜兵庫県 播磨町＞ 

１．おせちです。ただし、数の子、タイは別に用意してありました。すし、お雑煮などなど 

２．親戚の皆で近くの公園でスポーツ大会 

３．ビンゴゲーム 

 

＜兵庫県 明石市＞ 

１．お雑煮 

２．元日と３日で出てくるお雑煮が違った！元日はみそで白いおもち、３日は水菜のお雑煮

で焼きもちでした。 

３．田舎や旅行には行かずに、兄妹仲良く過ごしていました。 

 

＜兵庫県 淡路市＞ 

１．お雑煮を食べていました。具材は白みそ、丸もち、輪切りに切った大根、

ニンジン、サトイモに、糸の青のりをかけて食べていました。 

２・元旦には、着物を着て伊弉諾神宮へ初詣に行っていました。帰りに破魔

矢を買って帰っていました。 

３．羽子板、双六、人生ゲームなどやったり、お正月の特別番組を見ていました。２日は、

母方の祖父母の家へ遊びに行っていました。 

 

＜兵庫県 明石市＞ 

１．おせちやお雑煮を食べていました。 

２．広場に行って凧あげをよくしていました。 

３．家でゆっくりと過ごしていました。 

 

＜兵庫県 篠山市＞ 

１．おせち、お雑煮 

２．元旦に家族で、近くの神社に初詣に行っていました。 

３．たこあげやカルタをして遊んでいました。 

 

このように様々な過ごし方があることがわかります。みな

さんは、どのようなお正月を過ごしましたか？地域によって

色々なお正月を味わえるのも日本の良さであり、これは何

世代にも渡って伝統を引き継いできたからです。この良き

伝統をこれからも引き継いでいくことが大切ですね。 

 

 

 


